
平成２０年度予算編成のポイント 

 

１ 『局運営方針』に基づく予算編成 

各局自らが事業の選択と集中を行い、翌年度の事業展開の方向性を示した『局

運営方針』を策定し予算編成 

 

２ 平成２０年度重要政策事業への予算の重点配分 

『局運営方針』に基づき『予算編成に係る集中審議』にて決定した平成２０

年度重要政策事業へ予算の重点配分 

Ｈ⑲ ６６事業 ⇒ Ｈ⑳ ７６事業（新規指定分 ４２事業） 

 

３ ３キーワード事業への予算の重点配分 

さいたま市らしいまちづくりを推進するため、３キーワード事業への予算の

重点配分 

＜Ｈ⑲＞ 
「 子 育 て 支 援 」 
「 安 心 安 全 」 
「市民との協働」 

＜Ｈ⑳＞ 
「 子 育 て 支 援 」 
「 安 心 安 全 」 
「オリジナリティ－」 

 

 

 

 

４ 各局の自主的予算編成手法の導入 

 局運営経費の設定（枠配分方式の導入） 

庁内分権の推進と更なる市民サービスの向上を目指し、『局運営方針』に基

づく各局の自主的な予算編成手法の確立 

 各局のインセンティブの確保 

各局の『局運営方針』の実現に向けた『局運営方針推進枠（総額１６億円）』

を設け、全局競争による予算編成 



＜新予算編成システムのイメージ＞ 

 
＜４月＞＜９～２月＞  
局
運
営
方
針
の
公
表 

 

 

 

 
局運営経費（枠配分方式の導入） 
 配分額にて各局による自主的な予 
 算編成 

既存公共施設保全活用経費 
 所要額にて予算要求（各局順位付け） 

政策的経費 
所要額にて予算要求 

予

算

編

成

方

針

予算編成に係る

集中審議 
 
局運営方針原案に
基づく、全局プレ
ゼンテーションの
実施 

局運営方針原案

の策定 

・重要政策事業 
・見直し事業 
・新規及び拡大

事業 

＜８月＞ ＜６～７月＞ 

 
反
映 

各局の創意工夫によ

る市民ニーズ対応  
事 務 事 業 評 価 

 
＜局運営方針推進枠の設置（各局インセンティブ）＞ 

『局運営方針』の実現に向けて、各局配分額に５％加算した額まで要

求可能 

 ５％加算 
局 運 営 推 進 枠

【上限１６億円】 

※加算部分については、全

局での競争 

要
求
可
能
額 

局
運
営
経
費 

配 

分 

額 


